
指定棚田地域振興活動計画 

 

作成主体の名称：胎内市棚田地域振興協議会 

 

１ 指定棚田地域振興活動を通じて保全を図る棚田等に関する事項（棚田等の名称及び範

囲） 

 

【旧黒川村地域の棚田】 

・鍬江の棚田 

・坂井の棚田 

 

範囲については別添１のとおり。 

 

２ 指定棚田地域振興活動の目標 

  

①棚田等の保全 

・耕作放棄の防止 

‐令和 11 年度まで鍬江の棚田の保全面積 15.6ha、坂井の棚田の保全面積 30.2ha を維

持する。 

・生産性・付加価値の向上 

‐令和 11 年度までに坂井の棚田等においてドローンによる防除面積を 40.0ha まで拡 

 大する。 

・担い手の確保 

‐令和 11 年度までに坂井の棚田の保全に取り組む人材を新たに１人確保する。 

 

②棚田等の保全を通じた多面にわたる機能の維持・発揮 

・良好な景観の形成 

‐鍬江及び坂井の棚田において、継続して農地・農道・水路等の除草や補修等を集落 

で行い、管理が危ぶまれる農地は集落内外の担い手へ委託し、良好な景観の維持・ 

形成を行う。 

・農産物の供給の促進 

‐令和 11 年度までに坂井の棚田の棚田米「神楽米」の販売量を 0.6t から 1.0t に、鍬

江の棚田の棚田米「きんのあき」の販売量を 0.7t から 1.2t に増加させる。 

・伝統文化の継承 

‐令和 11 年度までに、現状各集落内で年間１回実施している「鍬江の神楽舞」及び「坂

井の神楽舞」の演舞を集落内外でそれぞれ年間３回以上実施する。 

 

③棚田を核とした棚田地域の振興 

・棚田における都市農村交流を通じた関係人口の創出・拡大による地域振興 

‐令和 11 年度まで鍬江の棚田において農村交流体験イベントの開催を現状維持する

（現状、年間２回、参加者 35 人） 
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‐令和 11 年度まで坂井の棚田において農村交流体験イベントの開催を現状維持する

（現状、年間３回、参加者 100 人） 

・棚田を観光資源とした地域振興 

‐令和 11 年度までに、坂井の棚田の直売所「里の駅いちべえ」及び「そば処いちべえ」

の売上を年間 240 万円の売上を年間 300 万円以上に拡大する。 

 

 

３ 計画期間 

認定の月～令和 12 年３月 
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４ 各年度において行う指定棚田地域振興活動の内容及び実施主体に関する事項 

 

（１）指定棚田地域振興活動の内容 

   

①棚田等の保全 

・耕作放棄の防止 

‐鍬江の棚田及び坂井の棚田において、夢ビレッジ胎内 290（農村 RMO）と連携し、

草刈作業等の協力体制を構築することや、くくり罠や檻の設置、電気柵設置数の増

加、モンキードッグ等による見回り活動の強化による鳥獣被害対策の推進などによ

り棚田の保全に努める。 

・生産性・付加価値の向上 

‐坂井の棚田等においてドローンによる共同での農薬散布を 40.0ha まで拡大目標と

し、営農の効率化を図るスマート農業の取組を推進する。 

・担い手の確保 

‐坂井の棚田において地域おこし協力隊制度やインターンシップ等で研修生の受け入

れを行い、積極的な営農指導を行うなど、担い手を１人確保する。 

 

上記のほか、各棚田において必要に応じて棚田の保全に係る取組を実施する。 

 

②棚田等の保全を通じた多面にわたる機能の維持・発揮 

・良好な景観の形成 

‐鍬江及び坂井の棚田において、継続して農地・農道・水路等の除草や補修等を集落 

で行い、管理が危ぶまれる農地は集落内外の認定農業者及び法人、集落営農組織等 

へ委託等を行い、管理を徹底することにより、耕作放棄地を防止し、良好な景観の 

維持・形成を行う。 

・農産物の供給の促進 

‐鍬江の棚田及び坂井の棚田において、棚田米のインターネット販売、ふるさと納税

の返礼品への取組、直売所等への販路拡大により認知度の向上を図り、鍬江の販売

量を 0.7ｔから 1.2ｔに増加させ、坂井は 0.6ｔから 1.0ｔに増加させる。 

・伝統文化の継承 

‐鍬江の棚田及び坂井の棚田において、市の無形の民俗文化財である「神楽舞」の継

承を図るため、集落のお祭りや夢ビレッジ胎内 290 等のイベントで年間３回以上の

演舞を行い、若い世代にも演舞に参加してもらうことにより、地域の伝統文化の継

承を図っていく。 

 

上記のほか、各棚田において必要に応じて棚田等の保全を通じた多面にわたる機能の

維持・発揮に係る取組を行う。 

 

③棚田を核とした棚田地域の振興 

・棚田における都市農村交流を通じた関係人口の創出・拡大による地域振興 

‐鍬江の棚田及び坂井の棚田において、都市部の大学等との農村交流イベントや夢ビ
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レッジ胎内 290（農村 RMO）との活動を連携し、関係人口の創出・拡大、新規就農

者の確保を図る。 

・棚田を観光資源とした地域振興 

‐坂井の棚田において、直売所「里の駅いちべえ」及び「そば処いちべえ」では、商

品数を増やし、施設の整備等を行い、地域外のリピーターを確保することで、年間

240 万円の売上を年間 300 万円以上に拡大し、地域の活性化を図る。 

 

上記のほか、各棚田において必要に応じて棚田を観光資源とした地域振興に係る取組

を行う。 

 

（２）指定棚田地域振興活動の実施主体 

 上記（１）に掲げる指定棚田地域振興活動の実施主体は、主に下記５の胎内市棚田地域

振興協議会の参加者及び地域住民である。 

 

５ 指定棚田地域振興協議会に参加する者の名称又は氏名 

胎内市棚田地域振興協議会は、胎内市、胎内市農業協同組合、農業者、地域おこし協

力隊で構成。参加者の名称又は氏名については、別紙のとおり。 

 

６ その他指定棚田地域振興活動に関し必要な事項 
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